
記入例 
様式第３（第５２条関係） 

第一種フロン類充填回収業者のフロン類充填量及び回収量等に関する報告書 
                                                        令和７年 ４月 ※日   

 山口県知事 殿                                                   
                                        （郵便番号）753-8501 
                                          住  所 山口市滝町１－１ 
                                          氏  名  株式会社山口         
                          代表取締役 山口太郎 
                                        （法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 
                                          電話番号 ０８３－９３３－３０３４ 
                      登録番号  第１－○○○号                           
 
  フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律第４７条第３項の規定に基づき、次のとおり
報告します。 
 

ＣＦＣ 

  (1) エアコンディショナ
ー 

(2) 冷蔵機器及び冷凍機器 (3) 合計 

設置 設置以外 設置 設置以外 設置 設置以外 

CFCを充填した第一種特定
製品の台数 

 
０ 台 

 
０  台 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

①充填した量 ０ kg ０  kg ０ kg ０ kg ０ kg ０ kg 

 (1) エアコンディショナ
ー 

(2) 冷蔵機器及び冷凍機器 (3) 合計 

整備 廃棄等 整備 廃棄等 整備 廃棄等 

CFCを回収した第一種特定
製品の台数 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
２ 台 

 
 １ 台 

 
    ２ 台 

 
１ 台 

②回収した量 ０ kg ０ kg １ Kg  １ kg １  kg １ kg 

③年度当初に保管していた量    ０ kg ５ kg 

④第一種フロン類再生業者に引き渡した量    ０ kg    ０ kg 

⑤フロン類破壊業者に引き渡した量    ０  kg   ０ kg 

⑥法第５０条第１項ただし書の規定により自ら再生し、充填したフロン類の量 ０．５ kg   １  kg 

⑦第４９条第１号に規定する者に引き渡した量   ０  kg ０  kg 

⑧年度末に保管していた量 ０．５ kg ５  kg 

ＨＣＦＣ  

  (1) エアコンディショナ
ー 

(2) 冷蔵機器及び冷凍機器 (3) 合計 

設置 設置以外 設置 設置以外 設置 設置以外 

HCFCを充填した第一種特
定製品の台数 

 
 ０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

⑨充填した量  ０ kg ０ kg ０ kg ０ kg ０ kg ０ kg 

  (1)エアコンディショナ
ー 

(2) 冷蔵機器及び冷凍機
器 

(3) 合計 

整備 廃棄等 整備 廃棄等 整備 廃棄等 

HCFCを回収した第一種特
定製品の台数 

 
５ 台 

 
１０ 台 

 
１ 台 

 
８ 台 

 
   ６  台 

 
１８ 台 

⑩回収した量 ２ kg １５ kg １ kg ３ kg ３  kg １８ kg 

⑪年度当初に保管していた量 ０ kg  ６ kg 

⑫第一種フロン類再生業者に引き渡した量    ０ kg    ０ kg 

⑬フロン類破壊業者に引き渡した量 ０ kg    ０ kg 

⑭法第５０条第１項ただし書の規定により自ら再生し、充填したフロン類の量 １ kg  １ kg 

⑮第４９条第１号に規定する者に引き渡した量 ０ kg ２０ kg 

⑯年度末に保管していた量 ２ kg ３  kg 

ＨＦＣ 

  (1) エアコンディショナ (2) 冷蔵機器及び冷凍機器 (3) 合計 



ー 

設置 設置以外 設置 設置以外 設置 設置以外 

HFCを充填した第一種特
定製品の台数 

  
１２ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
０ 台 

  
１２ 台 

 
０ 台 

⑰充填した量 ２５ kg ０ kg ０ kg ０ kg ２５ kg ０ kg 

  (1) エアコンディショナ
ー 

(2) 冷蔵機器及び冷凍機器 (3) 合計 

整備 廃棄等 整備 廃棄等 整備 廃棄等 

HFCを回収した第一種特定
製品の台数 

 
０ 台 

 
０ 台 

 
２ 台 

 
１５ 台 

 
   ２ 台 

 
１５ 台 

⑱回収した量 ０ kg ０ kg １ kg １０ kg １ kg １０ kg 

⑲年度当初に保管していた量   ０ kg    ３ kg 

⑳第一種フロン類再生業者に引き渡した量    ０ kg    ０ kg 

㉑フロン類破壊業者に引き渡した量    ０ kg    ０ kg 

㉒自ら再利用した量    １ kg     ０ kg 

㉓第４９条第１号に規定する者に引き渡した量 ０ kg １０ kg 

㉔年度末に保管していた量  ０ kg ３ kg 

 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
２ 原則として、②＋③＝④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧、⑩＋⑪＝⑫＋⑬＋⑭＋⑮＋⑯、⑱＋ 

     ⑲＝⑳＋㉑＋㉒＋㉓＋㉔となるようにすること。 
３ 第４９条第２号に該当する場合にあっては、引渡し及び返却の年月日、申請者の 

       氏名又は名称及び住所並びにフロン類の種類ごとの量を記載した書面を添付するこ 
       と。 

    

法第４１条の規定によりフロン
類が充填されていないことの確
認を行った第一種特定製品の台
数 

(1) エアコンディショナ
ー 

(2) 冷蔵機器及び冷凍機器 (3) 合計 

 
６ 台 

 
４ 台 

 
１０ 台 



 

記載にあたっての留意事項 
 

 フロン排出抑制法第４７条第３項の規定に基づく、第一種フロン類充塡回収業者のフロン

類充塡回収量等に関する報告の際は、下記事項に留意してください。 

なお、下記事項７の詳細については、別添１及び２を参照してください。 

 

１ 数量等の記入について 

報告書は、フロン充塡・回収の帳簿書類と照合し、フロンの種類ごとに、数量等を正確に

記入すること。（フロンの種類をよく確認し、該当の欄に数量を記入のこと。） 

 

２ 保管していた量について 

「年度当初に保管していた量」は、前年度報告書の「年度末に保管していた量」の数量を

記入すること。（数量が異なる場合は、欄外にその理由を記載すること。） 

 

３ 報告書中の備考２について 

「年度の回収量」＋「年度当初に保管していた量」＝「第一種フロン類再生業者に引き渡

した量」＋「フロン類破壊業者に引き渡した量」＋「法第５０条第１項のただし書の規定

により自ら再生し、充塡したフロン類の量」＋「第４９条第１号に規定した者に引き渡し

た量」＋「年度末に保管していた量」であることをチェックすること。 

（数量が異なる場合は欄外にその理由を記載のこと。） 

 

４ 一般社団法人山口県冷凍空調設備工業会の回収冷媒管理センターに引き渡した場合  

「第４９条第１号に規定した者に引き渡した量」の欄に数量を記入すること。 

  

５ フロン類が充塡されていないことの確認を行った場合  

確認証明書を交付した第一種特定製品の種類及び台数について、「法第 41条の規定により

フロン類が充塡されていないことの確認を行った第一種特定製品の台数」に記載してくだ

さい。  

※実績がない場合も当該欄に「０」を記載してください。 

  

６ 複数の許可又は認定を持つ者にフロン類を引き渡した場合                                      

 「第一種フロン類充塡回収業者が第一種フロン類破壊業者等にフロン類を引き渡し

た量」と、「第一種フロン類破壊業者等が第一種フロン類充塡回収業者からフロン類

を引き取った量」は、本来は同じ値になるはずですが、環境省によれば、令和５年度

の集計値において大きな乖離があった旨の報告がありました。 



 第一種フロン類充塡回収業者が「複数の許可又は認定を持つ者（第一種フロン類再生

業者、フロン類破壊業者又はフロン排出抑制法施行規則第 49条第１号に規定する者）」

にフロン類を引き渡した実績がある場合は、引き取った者から交付された証明書を確

認すること等により、フロン排出抑制法上のどの位置付けの者に引き渡したのか、報

告書において間違いがないように記載してください。 

 

７ 県への実績報告の方法について 

フロン類充塡回収量等の実績報告に係る事項は、次のとおりとなりますのでご留意くだ

さい。 

 ・令和６年度から各事業者様あての報告書様式及び案内文等の郵送を廃止しております。 

 ・４月１日～５月１５日までの間に、次のいずれかによりご提出ください。 

  ① やまぐち電子申請サービスによる電子届出 

（「やまぐち電子サービス フロン」で検索） 

② 山口県環境政策課ＨＰより様式をダウンロードし、書面を提出（提出先は従来とおり） 

 



（別添１） 

参考 フロン排出抑制法施行規則様式第３ 充塡量・回収量報告書 

 

※ 記載にあたって御留意いただきたい箇所は破線囲み部分のとおり。 

 



 

 



（別添２） 

参考 令和６年度（令和５年度実績）の集計結果について 
 

※ 本来は、以下の２つの図の間でそれぞれ対応する「引き渡した量」と「引き取った量」は同じ値

になるはずだが、大きく異なっている。 

① 第一種フロン類充塡回収業者からの報告の集計結果（フロー図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第一種フロン類再生業者とフロン類破壊業者からの報告の集計結果（フロー図） 

 

（出典：環境省報道発表資料 https://www.env.go.jp/press/press_04481.html を一部改変） 



（別添３） 

報告の留意事項について 

 

全国における令和６年度の集計結果において、下記のとおり第一種特定製品に該当しない

製品の充塡量・回収量の報告がありましたので、下記の御留意をお願いします。 

記 

 

１ 第一種特定製品に該当しない製品の充塡量・回収量の報告について 

法に基づく充塡量・回収量報告において、第一種フロン類充塡回収業者は、毎年度、前

年度において、第一種特定製品の整備が行われる場合において第一種特定製品に冷媒とし

て充塡した量及び回収した量、第一種特定製品の廃棄等が行われる場合において回収した

量を報告することとされています。 

経済産業省及び環境省において、令和６年度に報告された各値を集計したところ、充塡

した第一種特定製品の台数及び回収した第一種特定製品の台数が相対的に多い報告におい

て、第一種特定製品に該当しない製品（例えば、ウォーターサーバーや家庭用除湿器）の

充塡した量及び回収した量の報告が確認されました。 

 

２ 充塡量・回収量報告に当たって御留意いただきたい事項について 

以上を踏まえ、第一種フロン類充填回収業者におかれましては、充塡量・回収量報告で

対象とする製品は第一種特定製品のみとなりますので、よろしくお願いします。 


